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アカデミア メランコリア（若手のコラム）
国立極地研究所　田村 岳史

札幌で開催された秋学会に参加したら、松田くんの華麗な話術に嵌まってしまい、何故かこの

コラムを引き受ける事になっていました。僕も 3 月に 35 歳になるので、もう若手という感じで

は無いだろうと、お断りしていたはずなのですが、さすが松田くんです。いつの間にか引き受け

るのが前提の話になっていました。日頃、さんざんイジってきたツケがまわったのかもしれません。

さて、何を書こうかと年末年始に考えていたのですが、なかなか適切な話題が浮かびません。

男風呂に行ったら若い長髪の後ろ姿に出くわして「なんて自分はラッキーなんだ」と思ったら羽

角さんだったという話にしようか、「荒川静香が金メダルを取れる事を自分が何故事前にわかって

いたのか」を力説していた須賀さんの話にしようか、同窓会で嫁探しをするのがいかに素晴らし

いかを情熱的に語っていた見延さんの話にしようか、当時学生だった渡邊さんに「世界の大島と一緒に研究ができてお

前は幸せだな」と自分で言ってしまったあの話にしようか、といろいろ考えてはみたものの、海洋学会の重鎮の方々を

売り飛ばすような話ばかりだったので、これらの話はやめておこうと思います。他にも坂本さんの○○○○ソムリエの

話とかもあったのですが、これも別の機会にしておかないと後で大変な事になる気がします。なので、ここは無難に、

私がオーストラリア南極観測隊に参加した時の話でも書いておこうかと思います。

私はこれまで、2003 年・2007 年・2012 年の３回にわたってオーストラリア南極観測隊に参加してきました。海氷

域の観測がメインの航海だったので、全て砕氷船及び海氷上の観測でした。どの観測も困難の伴うもので、楽な航海と

いうのは無かったのですが、一番大変だったのはやはり最初の航海でした。研究者・船員合わせて 100 名弱が乗船して

いたのですが、私が唯一英語を話せない人間で、とても惨めな思いをした事が今でも思い出されます。忘れられないよ

うな惨めな思いをしたはずなのですが、人の記憶というのは時の経過によって薄れるもので、2006 年に次の航海に参加

しないかと誘われた際に脊髄反射で「喜んで」と答えてしまいました。後で冷静になってもう一度考えてみた時に、自

分の英語力が 2003 年から全く進化していない事、そしてそれは 2003 年での惨めな思いが 2007 年でも再現されるとい

う事に気付き、大きな危機感を抱いた私は、すがる思いである英会話学校に通う事に決め、一年以上通いました。そこ

のレッスンでたまに一緒になったある女性が、実は同じ高校出身で、さらに同じ学年で、そして在学当時は全くお互い

に面識は無かったのですが、3 年生の時は隣のクラスである事が判明して、仲良くなり、その人と結婚して、今は子供が

二人になりました。南極観測で支障の無いように英語力を身につけようと思ったら、ついでに妻もゲットしましたとい

う話でした。前述の見延さんと気が合うかもしれません。

さて、次のコラムですが、物理系が続いてしまいましたし、男ばかりなのもつまらないですし、もっと若い方の方が

よろしいかと思っています。意欲的で情熱のある方に心当たりがありますので、その方に次をお願いしようかと思います。
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